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， 下田田街地の南四約 4kmに位置する．浜条，入条，里条，北条の 4つの部落からなり









• 新築が相つぎ，吉佐美は市田市街地の拡大の第 1表 吉佐美の世帯数および人口数の推移
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り，そのうち専業および第 1種兼業農家が 74%を占めていた（第2表）． これらの値は下田全体のそ
れよりもはるかに大きい．農家一戸あたりの経営規模は，資料の都合上，田牛，大賀茂両地区を含め
た1日朝日村の例てみると， 1950年から1960年にかけて若干増加しているものの， 45aほどにすぎない



















農 家 専業農家 第 1種兼業農家 第 2種兼業農家




495 418 84.4 192 45.9 149 35.6 77 18.5 
ぃ 6,375 2,365 37. 1 394 16.7 669 28 3 1,302 55.0 1960 229 77 3 31.6 75 177 56 42.4 46 26.0 
{~ 7,347 2,234 30.4 214 9.6 745 33 3 1,275 57 1 1965 63-4 28 16.0 82 46.9 276 175 65 37 1 
1968 C 173 19 11 0 87 50 3 67 38 7 
{~ 8,541 1,592 18 6 162 10 1 243 15.3 1, 187 74.6 1970 158 15 9 5 40 25 3 103 65.2 
Aは下田市， Bは旧朝日村， Cは吉佐美を示す．
資料 1960, 1965, 1968年の吉佐美農家数は内藤 充卒論より，他は農林業センサスより作成．
第 3表 旧朝日村耕地面積の祖::移
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米 1, 6, 














牛 乳 230, 6,358.2 22. 1 
犠 2,000.0 6.9 
木 炭 10, 2,100.0 7.3 
悔 産 物 s,ooo.o 17.3 
症菜，花舟，その他 2,000.0 6.9 












柿輸出の仲ひやjfi山県の奨励なとにより 6)' 盈種の生）l『：fd: は増大したが， 1873 (明冶 6)年頃に至
り，輸/:!:¥の不振応よる1叫各の低下や応気の発什：て蚤種生）私は哀退した． しかし，座採製糸の専入！こよ
り，盈種生）~r/ は養炎にとってかわら机た
1876 (明ポ 9)年，松綺に依/:El佐二平によって機械製糸工場が設立されて以来7)' 南豆ては松騎を中
心に捉蚕業か急述に発辻した8). 明冶中期以降には，「礼豆の各地に機械製糸工場が設立されていっ












































めていた． しかしその後，木炭製造は，石油・ガス類な どの燃料革命の進展に ともない，需要が減少
し，吉佐美では1955年頃を境として木炭製造はほとんど行なわれなくなった
一方，共有地のうち， 「野ソウ」と呼ばれる草地の大半は各戸に貸しつけられ，個々に管理・運営
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たが， 吉佐美ではほかに，夏作のトマト， + 千ュウリ， ナス， サトイモ， サッマイモ，冬作としてホー





































南伊豆各地でバター製造所が設立され， それらは1927(昭和 2)年には， など11ヶ所に
?
た 東洋練乳株式会社は資本金不足から1927年に閉鎮されたが， 1932年に 安房郡の石井米蔵21
がこれを買収し， 明治乳製品株式会社を設立した この間 牛乳 の昭和諌乳に販売されてい

































































































表）， 吉佐美を中心とする旧朝日村では， それは1948(昭和23)年に 121頭であったが， 1954年には







しては，春から秋にかけては野箪が利用され，また飼料作物としては 4~6月にエン麦， 6 ~ 9月に
青刈り］、ウモロコ、ン， 10~12月に芋の葉および茎，さらに冬季飼料として大根・カプなどが用いられ










































て下田の民家や旅館に行き， 4束ソダと人糞肥料を交換してくるのが 1つの仕事であった27). このよ
うな肥料としての人糞との交換はやがて金肥の普及によってみられなくなっていくわけであるが，吉
佐美では野菜栽培と結びついた労働慣行が存在していた．









吉佐美の農家数は， 1960年以来ほとんど変化しなかったが， 1968~'70年の間には 15戸が脱農するに
至った（第 2表参照）．専業農家，第 1種兼業農家の減少も著しく， 1968年には両者合わせて全農家の
61. 3% (106戸）を占めていたのに対し， 1970年には 34.8% (55戸）となり，一方，第 2種兼業農家
か67戸から103戸へと著しく増加した．とくに伊豆急開通前の 1960年には専業農家が 56戸 (31.696) 










股家数のj咸少は， 枡地面積の減少， 荒地化となってあらわれている． 吉佐美を含む朝日村では
1565年から1970年にかけて， tり作面砧が約14hoJ改少した（第 3表参照）． その内訳をみると， 畑，水
田の緑少が著しい．古佐美ての畑の放東地は大聟茂川下面の冠潮冠水を受けやすいところや，山地の
尾根に多く，水田の放棄地は梨落から比餃的はなれた小河川の谷底地域に多くみられる． さらに，
1970年の股業センサスのなかで耕・地として登録されている田総面紐 3,831 aのうち 85aが，畑総面積
2, 116 aのうち624aが過去］イ．［間全く作付されておらす，荒地化したり，一部は夏季おしよせるマイ
カー悔水浴客の賜l:XF場となったりしている． このようななかで. l3l履j日村ては， 果樹図が 1965年の














積極的な意欲をもつ農家てもある．各農家のここでの所有みかん函は， 80a以上が 1戸， 50~80aが














第 8表農家男子の農外就労形態 1968年 とする第三次産業に多い（第 8表）．その就業
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胃二二 1 14 I製造業従業員 i4 
I I サービス業従事者 ! 7 
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店か成立してきた l2). i.'X佐）こでも，及の加水浴客の増加により） 1962年に大仄にキャンプ坑か設謳さ
机た． このキャンプ以に；i佐矢区の依屈を受けて売i,しを出していた此家か， 侮水浴客の要諾もあっ




とは夏季の向水浴客である. 19691: トには，古佐美 ・EB牛を含めて，向水浴客25万人，キャンパー 5万
人，氏徊客20,970人であった．•吉佐美の i毎水浴各数は， 1釘伊豆では弓ケ瓜 (-11 万人），臼浜 (39. 5万













り海より 1,400mほど離れている． 海辺に，海の家（飲食店と 4間の休愁室）をもっている．民宿
には母屋が利用されている．民宿経営は家族労働力を主体に行なわれるが， 7月下旬から 8月中旬の
繁忙期には 2人が臨時に雇われる． この家は，所有耕地60aほどで，吉佐美では中層農家に属する．
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その後1974年には40戸を越えた（第 3図）． 伊豆の農漁家は従来より小規模で， 民宿の1姐設には改造
を必須とする．そのため伊豆には小旅館型民宿が多い38)



































このように， j四・ ・り打業の哀退と，逆！こ通り力者・民宿のi曽)JU, そ礼らにとも t:;う共I責］体的社会の崩埃
などか密桜に鮎びついて，古佐美の鼠観はあらゆる而で大きく変化してきた
IV おわりに

















かりでなく，氏忙―；への過剰な設価投資のための耕地の売l~J による経｛斉 tiく］不安記 ti:など多くのi:狐］か什：一
してきた. lヽ すれにせよ芦忙災は観）［化と ドー「Iiの郊外化と［ヽ う＿二『fi・「生を持ちなから， 新しし..地域生哩
を枚桑しつつ，急速に変毅しつつある
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Transformation of a Coastal Settlement, Kisami, on lzu Peninsula 
1-l ideya l sh i, Isao Saito and Yuki his a Uchiyama 
41 
Kisami is a settlement in the southern part of Izu Peninsula sbout 150 km southwest of Tokyo. 
It is situated 4 km soulhwest of Shimoda Shi, which is a center of South Izu. In 1961 lzu Kyuko 
railway line set up and Sou th Izu has been directly connectec.l with Tokyo. Since then all settle-
ments in South lzu have rapidly changed with the development of tourism and urbanization of 
Shimoda Shi 
l¥.isami was primarily agricultural settlement and it was a little different from many other 
settlements in South Izu, the inhabitants of which were depend upon coastal fishery rather than 
agriculture. In Kisami the dairy farming and horticulture were introduced a叫 sprea<l after the 
early period of Showa Era (about 1930). Ir can be said that Kisami had a character of suburban 
agricultural district of Shimoc.la Shi. As we clarifed already, い however, Kisami showed also a 
basic characteristic of the settlements in South Izu, where each household made a living by 
connecting various economic activities on the hills, on the farm lands a叫 off the coast. Here 
were generally combined the charcoal production and gathering grasses on the hills, farming and 
sm;:ill coastal fiishery. The farming was consisted of subsistence agriculture such as rice, wheat, 
sweet pot a toes and beans growing and of commercial agriculture such as sericulture, dairy farming 
and horticulture. The latter varied chronologicaljy. Each household carried out these economic 
activities u叫 erthe strong regulations of communal society 
After the opening of Izu Kyuko railway line the development of tourism were extensively 
made by foreign tourist enterprises, including Izu Kyuko capital, one of the great private railway 
companies. In such circumstances the inhabitant~had to change their way of life, because it 
became difficult to satisfy their desire for the higher income by the agriculture and fishery. On 
the other hand the opportunities for employment expanded. The number of daily employment in 
construction works and of commuter to Shimoda Shi has increased rapidly in Kisami, too. It 
became, therefore, impossible to maintain_ the communal society and the use of most communal 
lands were aboncloned. Some of them were bought to foreign enterprises. It gave an impetus to 
the advancement of foreign capitals. Meanwhile the number of pensions has also increased. Most 
of households built new houses or rebuilt their houses not only for the pension, but also for 
the appartment house 
r「hus,the newly developing activities have changed the previous way of life of the inhabitants 
, ind related landscape in Kisami, emerging many problems such as the increase of fallow, desola-
tion of fishery, the economic unstability of the inhabitants by the disposal of their farm land etc 
-・・-. —ー・ ・- -● ―-・ ・ーー・ー・--・-・一・ . -- - ・ 一・-
1) Shohei Birukawa, Shozo Yamamoto, Nobuo Takahashi, 1-Iideya Ishii, Akira Tabayash1 et 
Akihisa Sakurai(l97-1): Transformation des villages cotiers clans le sud cl'Izu, Journal of 
Geography, Vol. 83 pp. 205-231 
